


















































相 良 春 菜
を正しく理解することの重要性も指摘されており
障害名の告知が話題になつている(吉田,2004)。
従来は,告知に関する研究は高機能広汎性発達障
害の子どもを持つ保護者を対象にしたものが主で
あつた。近年の先行研究や啓発本においては,高
機能広汎性発達障害を含む,発達障害,軽度発達
障害者らへの本人への告知の実態が徐々に明らか
になつている。これらの研究からは,高機能広汎
性発達障害者を含んだ発達障害者への告知は主に
母親から行われていること,告知した母親は概ね
満足していること,告知後のケアを母親らが求め
ていること,告知後に本人が行動や発言を改める
などのメリットが得られたと同時に,告知をされ
た本人が何でも障害のせいにするなどのマイナス
の側面が見られることも起こっていることが分かっ
た(田宮ら,2009;山岡,2009;水間,2006)。
しかし,これらの先行研究では,障害名の告知
をされた本人の経験がどのようなものであったか
が明らかにされていない。さらに,告知された方
法や告知の言葉に関しての言及もなされていない。
そこで,本研究では,障害名の告知をされた高機
能広汎性発達障害者本人の経験を明らかにするこ
とを目的とする。
方法・分析
臨床心理士により,アスペルガー障害,高機能
自閉症と障害名の告知をされた成人男性1名に半
構造化面接を行った。そのデータをKJ法を参考
にカー ド化し,その後グループ編成と各グループ
間の関係性に関して図解化を行った。
結果・考察
分析の結果,研究協力者は小学校から高校生活
までの学校生活を,人間関係での差別や,孤立,
いじめや特別扱いなど概ねネガティブな経験をし
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ていたことが明らかになった。またその結果19
歳から20歳の時はス トレスでうつ病や自殺未遂 ,
過敏性腸症候群などの心身症に苦しんでいたこと
が語られた。さらに,研究協力者は幼稚園の頃か
ら「自閉傾向Jとして療育を重ねており,療育サー
クルを通じたスタッフとの友達付き合いや,「仲
間」「同級生Jとして過ごすことが非常にポジティ
ブな経験となつていることが明らかになつた。
そのような背景を有している研究協力者の障害
名の告知は研究協力者にとつて心身ともに苦しい
時期であった20歳の時に,療育先で励ましつづ
けてくれた臨床心理士により電話で行われており,
その告知の言葉は「研究協力者は自閉傾向だと今
まで言つていたが,実はアスペルガー障害であっ
た」「アスペルガー障害は知的な遅れのない自開
症であり,あなたはそうであつたJと伝えられ ,
そのことが研究協力者にとつて最初は「なぜ今ま
で気がつかなかったのか」という非常にショック
なものとして経験されており,「自開傾向だといっ
ていたが実はアスペルガー障害だった」という告
知の言葉の選び方,アスペルガー障害と自開傾向
の二つの障害の名前の差の大きさ,障害同士の関
係を想像することの困難さなどから「今まで本当
の障害だとは気がつかれなかった」というような
誤診の告知経験のように経験されていたことが明
らかになった。また,それまで療育を受けて ,
「自閉傾向として頑張つているが上手くいかないJ
真っ最中である,心身症や自殺未遂に苦しんでい
る20歳の時に告知をされたというそれまでの経
緯とタイミングも関係しており,怒りの経験となっ
ていることも考えられた。 しかし,ショックを受
けながらも研究協力者は徐々に障害に関して勉強
し,最後は障害を個性ととらえ,周囲へ理解を求
める気持ちを多く持つていることが明らかになっ
た。また,告知された辛い気持ちを療育先の先生
には話せないという気持ちを持っていることが示
された。
これらの結果より,高機能広汎性発達障害者ヘ
の障害名の告知は告知するときの言葉の使い方に
本人が引きずられてしまう危険′性があること,が
本人への障害名の告知が「高機能広汎性発達障害者Jへ与える影響 相良春菜
示唆された。また,努力して療育を積み重ねたが
苦しい経験が多い時期の真っただ中にあり,なお
かつ療育名と障害名に差があるようなニュアンス
で語られる告知は本人にとつて「今までのことは
無駄であった」とネガティブに誤診であったかの
ように受け取られてしまう可能性があり,また専
門家と,告知される本人の障害への認識や言葉ヘ
の過敏性には差異があるために,混み入つた説明
は図などで対面で行つたほうがよいことが示唆さ
れた。さらに,告知するものとされるものとの関
係は多重関係ではないほうが良いであろうことが
示唆された。
また,高機能広汎性発達障害の人々への現在の
専門書などの言葉の選び方は,障害者本人にとっ
て疑間が感じられる言葉の選びであることが明ら
かになつた。
研究の意義と限界
本研究は,成人後に障害名の告知を受けた高機
能広汎性発達障害者より,障害名の告知の経験を
直接語つてもらうことで,障害名を告知された本
人にとつて告知がどのように経験されるかを明ら
かにするという点で,非常に貴重な意見となって
いる。また告知後に支援や障害に関して調べた経
験を含む,障害名の告知の後の違和感や支援への
考えも当事者の視点にも言及しようとしており,
貴重な側面を明らかにしたと考えられるものであ
る。障害名の告知の方法や状況,障害名の告知の
際に説明をされた言葉を半構造化面接で聞くこと
も出来た。このため,障害名の告知の方法やアフ
ターフォローに関しても考察を行うことができた。
発達障害者への告知はその後のケアヘのニーズが
高く(田宮ら,2009),今回本人の告知後の支援に
関する意見を聞くことができたことは貴重であり,
よりよい支援への視座を得るものとして臨床的に
意義があると考えられる。一方で,本研究による
研究協力者は1名であり,このためどれほど本研
究の知見が一般化できるのかということに関して
は課題が残る。
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